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帳票データ入力合理化提案

自社ホストコンピュータへの伝票等帳票データ
の入力で多くの時間を割いていませんか？

OCRを導入したが運用に合わせたカスタマイズに時間と費用がかかる
認識後の校正が作業の殆どを占めている
認識する帳票の書式が多種多様である
複雑な書式の帳票を認識したい
手書き、活字混在の帳票をデータベース化したい
OCR用紙だけでなく手作りのワープロ印刷の帳票を認識したい
認識結果の出力形式や校正画面を運用に合わせて自由に変更したい

弊社が提案する帳票データ入力支援システムは、OCRデータ入力ソフト、スキャナを使用して
データ入力の効率を大幅に改善します。

LAN

USB接続

伝票の仕分け読取

ドキュメントスキャナ
KV-S5055CN

パナソニック製

指定フォルダへ伝票テキストデータファイル書込
※指定フォルダは、データ編集パソコン上でも可能ホストコンピュータ

OCR伝票データ取込システム
読取データの修正を連続して効率的に作業を実施

【開発要綱】
１．スキャナのカラー画像、画像処理を実施

(1) OCR認識率を高める処理
(2) 修正処理等運用を効率化するために使用

２．帳票マスタプログラム作成
伝票の枠取り等各読取項目を設定し、編集画面の開発
伝票なのデータの計算チェック、テキストファイルとして出力
などを開発します。（貴社の場合は手書きとプリンタのモードを用意）

３．システム調整
対象の伝票を基に基本的なパラメータ設定を実施します。
※バーコード認識オプションあり。（2次元QRコード等対応）

手書き伝票

プリンタ出力伝票

【システム構成概要】

こんな悩みを解決します。
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お問い合わせ先 販売店

※記載されている内容は、平成29年4月28日現在のものです。
※帳票マスタは、(株)日立超LSIシステムズが開発・販売の製品。また同社の登録商標となります。
※Windows関連の記載はマイクロソフト株式会社の登録商標です。
※その他の社名または商品名等はそれぞれ各社の登録商標または商標です。

動作環境

帳票マスタ V4.15 仕様 Basic Specification

現状

ヒアリング

• 現状分析・お客様の問題
点確認

デモ実演

• 実伝票もしくは弊社サン
プル伝票での実演

導入提案

• 導入提案・貴社伝票での
デモ及び見積提案

ご注文

システム開発
開始

• 貴社でプログラムを構築
されるかによりフェーズ
が異なってくる。

導入、操作

指導

• システム導入、運用開始
までのサポート実施

運用

サポート

• 運用開始サポート

• プログラム開発支援、保守契約等
でサポートの対応が異なります。

システム導入から運用までシステムを有効活用頂くためのサポートを実施して参ります。
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パソコン動作対象OS マイクロソフトWindows日本語OS搭載パソコン
Windows7/8/8.1/10 Professional(32/64bit版）
WindowsServer2008 Enterprise(32/64bit版),R2/Server2012 *サーバOSには制限事項がございます。

インターネットブラウザ マイクロソフトInternetExplorer9.0以降のインストールが必要
CPU intel Pentium4（2GHz)以上推奨
ハードディスク HDD:空き容量500MB以上（ただし、オブジェクト構成等による）
メモリ メインメモリ：1GB以上（３GB推奨）（OSや帳票マスタ以外のアプリケーションが占有するメモリを除く）
インタフェース USB2.0以降

※記載されている内容及び仕様は予告なく変更することがあります。

機能

認識対象文字 活字、手書き

認識文字種類
*漢字認識は制限事項がございます。

・活字：英数字、ひらがな、カタカナ、JIS第一水準漢字、第二水準漢字、記号
・手書き：英数字、ひらがな、カタカナ、第一水準漢字、記号

認識文字フォント ・活字：明朝体、ゴシック体
・手書き：OCR-HN（数字）、OCR-HA（英大文字）、OCR-HK（カタカナ）、OCR-HS（記号）

認識枠（フレーム）種類 ・単一枠：文字枠（1文字、n文字、n行枠）、イメージ枠、チェックマーク枠専用
・複合枠：囲い枠（枠を中心に含む枠）
・枠なし：黒枠がない場合には手順で枠の作成が可能

オブジェクト ・イメージ（画像入力）、フレーム（帳票定義と文字認識）、シート（データ変換と表形式配置）、ワード（データ照合
辞書定義）、フォーム（カスタマイズ画面の作成）、プロセス（作業の自動化）
・アプリケーションデータは各種アプリで表示
・webブラウザ参照（Java使用）

スキャナ ・解像度：200,300,400,600dpi 用紙サイズ：最大A3、ただしスキャナによる
・用紙種類：スキャナにより異なる。

画像ファイル形式 ・BMP（モノクロ２値）
・TIFF（モノクロ２値）、非圧縮、CCITT-G3圧縮、CCITT-G4圧縮
・JPEG（24bits）

結果出力 ・ファイル（CSV、タブ、テキスト、SDFなど）、Access、Excel、Word

オプション バーコード認識 Code128／Code39／Codabar／TIF／JAN／QRコードモデル２／DataMatrix

住所辞書 郵便番号、住所（漢字、カタカナ）

導入までのフロー


